
  

 
 

平成31年２月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成30年７月13日

上場会社名 株式会社 一六堂 上場取引所  東 

コード番号 3366 ＵＲＬ  http://www.ichirokudo.com 

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）柚原 洋一 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長兼財務経理部長 （氏名）大木 貞宏 ＴＥＬ  03-3510-6116 

四半期報告書提出予定日 平成30年７月17日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て）

１．平成31年２月期第１四半期の連結業績（平成30年３月１日～平成30年５月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年２月期第１四半期 2,100 △4.6 131 △3.5 162 1.4 103 5.7 

30年２月期第１四半期 2,202 △5.7 136 14.4 159 9.4 98 32.1 
 
（注）包括利益 31年２月期第１四半期 103 百万円 （5.7％）   30年２月期第１四半期 98 百万円 （32.1％） 

 

 
 

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年２月期第１四半期 10.73 10.39 

30年２月期第１四半期 10.29 9.94 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年２月期第１四半期 6,524 5,576 84.0 567.23 

30年２月期 6,362 5,511 85.3 561.50 
 
（参考）自己資本 31年２月期第１四半期 5,481 百万円   30年２月期 5,425 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年２月期 － 5.00 － 5.00 10.00 

31年２月期 －        

31年２月期（予想）   5.00 － 5.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年２月期の連結業績予想（平成30年３月１日～平成31年２月28日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 4,175 △2.4 153 △24.0 205 △18.7 112 △1.2 11.68 

通期 8,588 1.8 401 9.1 501 7.1 276 △10.1 28.57 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年２月期１Ｑ 9,677,200 株 30年２月期 9,677,200 株 

②  期末自己株式数 31年２月期１Ｑ 13,900 株 30年２月期 13,900 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年２月期１Ｑ 9,663,300 株 30年２月期１Ｑ 9,536,100 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当社グループは、「本物の食文化の提供」を企業理念として、客単価5,000円前後の「天地旬鮮 八吉」等の和

食居酒屋業態を中心に、主として東京都内のビジネス街に店舗展開を進めております。当第１四半期連結累計期間

は、当社グループの出店候補とする地区において、局地的な賃料高騰後の高止まりが続いているため新規出店は行

わず、収益の基盤である既存店の収益力強化に注力してまいりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,100,188千円（前年同四半期比4.6％減）、営業利益は

131,938千円（同3.5％減）、経常利益は162,074千円（同1.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

103,698千円（同5.7％増）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 飲食事業 

 飲食事業につきましては、優良立地にある当社の既存店の収益力強化に注力してまいりました。原価やアルバ

イト人件費のコントロールにより、減収ながら増益となりました。新規出店はなく、当第１四半期連結会計期間

末の店舗数は66店舗となり、売上高は1,898,698千円（前年同四半期比6.1％減）、経常利益は321,879千円（同

4.0％増）となりました。

② 商品卸売事業

 商品卸売事業につきましては、売買参加権で仕入れた青果物等をメインに、都内の飲食店を中心に顧客を増や

し、売上高は237,718千円（前年同四半期比6.6％増）、経常利益は19,244千円（同8.0％増）となりました。

③ その他

 その他につきましては、本社ビルの賃貸収入等により、売上高は11,174千円（前年同四半期比2.7％減）、経

常利益は6,345千円（同15.1％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における資産の部は6,524,126千円、負債の部は947,192千円、純資産の部は

5,576,933千円となりました。この結果、自己資本比率は84.0％となっております。 

① 流動資産 

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は3,410,841千円となり、前連結会計年度末と比較して182,073

千円増加しております。主な要因は、現金及び預金が138,763千円増加し、売掛金が57,840千円増加したことに

よるものであります。なお、当第１四半期連結会計期間末の流動資産÷流動負債で表される流動比率は、前連結

会計年度末と比較して47.8ポイント低下し491.0％となりました。 

② 固定資産

 当第１四半期連結会計期間末における固定資産は3,113,285千円となり、前連結会計年度末と比較して20,253

千円減少しております。主な要因は、有形固定資産が22,401千円減少したことによるものであります。 

③ 流動負債 

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は694,613千円となり、前連結会計年度末と比較して95,333千

円増加しております。主な要因は、その他に含まれる前受収益が58,458千円、未払消費税が39,800千円それぞれ

増加したことによるものであります。

④ 固定負債 

 当第１四半期連結会計期間末における固定負債は252,579千円となり、前連結会計年度末と比較して711千円増

加しております。 

⑤ 純資産の部 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産の部は5,576,933千円となり、前連結会計年度末と比較して65,774千円

増加しております。主な要因は、当第１四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益

103,698千円の計上による増加、新株予約権10,393千円の計上による増加、剰余金の配当による48,316千円の減

少によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成30年４月13日の「平成30年２月期 決算短信」で公表いたしました第２四半

期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,449,146 2,587,909 

売掛金 275,159 332,999 

商品 285,890 294,721 

その他 223,788 202,222 

貸倒引当金 △5,216 △7,013 

流動資産合計 3,228,767 3,410,841 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 790,129 770,143 

土地 741,130 741,130 

その他（純額） 82,377 79,963 

有形固定資産合計 1,613,637 1,591,236 

無形固定資産    

その他 7,677 7,390 

無形固定資産合計 7,677 7,390 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 1,420,318 1,425,559 

その他 106,958 104,152 

貸倒引当金 △15,054 △15,054 

投資その他の資産合計 1,512,223 1,514,658 

固定資産合計 3,133,538 3,113,285 

資産合計 6,362,306 6,524,126 

負債の部    

流動負債    

買掛金 146,624 162,621 

未払法人税等 80,685 69,232 

その他 371,970 462,759 

流動負債合計 599,280 694,613 

固定負債    

資産除去債務 238,128 238,839 

その他 13,739 13,739 

固定負債合計 251,868 252,579 

負債合計 851,148 947,192 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,189,180 1,189,180 

資本剰余金 1,244,170 1,244,170 

利益剰余金 2,997,681 3,053,063 

自己株式 △5,129 △5,129 

株主資本合計 5,425,902 5,481,284 

新株予約権 85,255 95,649 

純資産合計 5,511,158 5,576,933 

負債純資産合計 6,362,306 6,524,126 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年５月31日) 

売上高 2,202,485 2,100,188 

売上原価 659,025 614,227 

売上総利益 1,543,459 1,485,960 

販売費及び一般管理費 1,406,674 1,354,022 

営業利益 136,784 131,938 

営業外収益    

受取利息 39 28 

為替差益 － 1,829 

協賛金収入 22,665 22,379 

その他 2,941 6,094 

営業外収益合計 25,647 30,330 

営業外費用    

為替差損 1,704 － 

その他 890 194 

営業外費用合計 2,595 194 

経常利益 159,836 162,074 

特別損失    

固定資産除却損 － 1,470 

減損損失 － 3,590 

店舗閉鎖損失 5,254 － 

損害賠償金 2,386 － 

特別損失合計 7,641 5,061 

税金等調整前四半期純利益 152,195 157,013 

法人税、住民税及び事業税 49,809 57,405 

法人税等調整額 4,302 △4,089 

法人税等合計 54,112 53,315 

四半期純利益 98,082 103,698 

親会社株主に帰属する四半期純利益 98,082 103,698 

 

- 4 -

㈱一六堂（3366）　平成31年２月期第１四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年５月31日) 

四半期純利益 98,082 103,698 

四半期包括利益 98,082 103,698 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 98,082 103,698 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  飲食事業 
商品卸売 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,021,825 169,180 2,191,005 11,479 2,202,485 － 2,202,485 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 53,786 53,786 － 53,786 △53,786 － 

計 2,021,825 222,966 2,244,791 11,479 2,256,271 △53,786 2,202,485 

セグメント利益 309,409 17,820 327,230 7,475 334,705 △174,868 159,836 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸料収入等を含んでおりま

す。 

２．セグメント利益の調整額△174,868千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  飲食事業 
商品卸売 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,898,698 190,315 2,089,014 11,174 2,100,188 － 2,100,188 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 47,402 47,402 － 47,402 △47,402 － 

計 1,898,698 237,718 2,136,416 11,174 2,147,590 △47,402 2,100,188 

セグメント利益 321,879 19,244 341,124 6,345 347,469 △185,395 162,074 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸料収入等を含んでおりま

す。 

２．セグメント利益の調整額△185,395千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「飲食事業」において、２店舗に係る店舗資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の

計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、3,590千円であります。

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

 （株式報酬型ストック・オプション（新株予約権）の発行）

 当社は、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、平成30年６月14日開催の取締役会において、

当社取締役及び当社従業員に対し株式報酬型ストック・オプションとして新株予約権を発行することを決議いた

しました。発行内容は以下のとおりであります。

 (1）新株予約権の付与日  平成30年７月10日

 (2）新株予約権の付与対象者  当社取締役及び当社従業員83名

 (3）新株予約権の発行数  1,800個

 (4）新株予約権の払込金額

   新株予約権の払込金額は、新株予約権の割当日において、ブラック・ショールズ・モデルにより算出した

１株当たりのストック・オプションの公正な評価単価に、付与株式数を乗じた金額とする。

   なお、新株予約権の割当てを受けた者は、当該払込金額の払込に代えて、当社に対する報酬債権をもって

相殺するものとし、金銭の払込を要しない。

 (5）新株予約権の目的となる株式の種類及び数  当社普通株式180,000株（新株予約権１個につき100株）

 (6）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

   新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることができる

株式１株当たりの金額を１円とし、これに付与株式数を乗じた金額。

 (7）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金 

① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場

合は、これを切り上げる。

② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

 (8）新株予約権の行使期間  2021年７月11日から2026年７月10日まで

 (9）新株予約権の譲渡に関する事項

   譲渡による新株予約権の取得については、当社の取締役会の承認を要する。

 

 （固定資産の譲渡） 

 平成30年３月20日付の取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決議し、平成30年６月29日に譲渡を

完了しております。 

１．譲渡の理由 

 譲渡対象の固定資産については、当社グループ従業員の社員寮として使用しておりましたが、入居者の減

少等もあり、資産の効率化及び財務体質の向上を図るため譲渡することといたしました。 

 

２．譲渡資産の概要 

土 地：363.14㎡ 

建 物：社員寮  鉄筋コンクリート造陸屋根７階建  延床面積 950.15㎡ 

所在地：東京都江戸川区中葛西５丁目23番地17、23番地18 

※譲渡先の意向により、譲渡価額・帳簿価額については開示を控えさせていただきます。 

 

３．譲渡先の概要 

 譲渡先の意向により、開示を控えさせていただきますが、譲渡先は国内の事業法人１社であり、当社との

間には、記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。 

 

４．譲渡の日程 

取締役会決議日  平成30年３月20日 

契約締結日    平成30年３月29日 

物件引渡日    平成30年６月29日 

 

５．業績に与える影響 

 当該固定資産の譲渡に伴い、平成31年２月期において、固定資産売却益44百万円（概算）を特別利益とし

て計上する見込みであります。 
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 （連結子会社の吸収合併） 

 平成30年４月13日開催の取締役会において、当社を吸収合併存続会社、当社の100％子会社である株式会社エ

ムアイフードシステム、株式会社デイ・マックス、株式会社ジェイエフピーの３社（以下、「当該連結子会社」

という。）を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、平成30年６月１日に吸収合併しておりま

す。 

１．合併の目的 

 当社は、事業基盤拡大のため、当社の出店候補とするビジネス街に店舗展開している当該連結子会社を、

平成18年９月と平成20年３月に100％出資して子会社化しました。その後、10年以上が経過し、賃貸人や取

引業者様との信頼関係も築かれたと判断し、経営の効率化と事業基盤の強化を図ることを目的として本合併

を行うこととしました。 

 

２．取引の概要 

(1）結合当事企業の名称及び事業内容 

① 結合企業（存続会社） 

名  称 株式会社一六堂 

事業内容 飲食店の経営、食品卸及び販売 

② 被結合企業（消滅会社）の事業の内容等（平成30年５月31日現在） 

株式会社エムアイフードシステム 

事業の内容 飲食店の経営

売上高 293,481千円

当期純利益 11,525千円

純資産 756,848千円

総資産 899,240千円

当社が保有する被合併会社の株式簿価 66,495千円

 

株式会社デイ・マックス 

事業の内容 飲食店の経営

売上高 133,220千円

当期純利益 12,636千円

純資産 464,443千円

総資産 525,025千円

当社が保有する被合併会社の株式簿価 536,844千円

 

株式会社ジェイエフピー 

事業の内容 飲食店の経営

売上高 －千円

当期純損失（△） △174千円

純資産 42,793千円

総資産 42,847千円

当社が保有する被合併会社の株式簿価 10,824千円

 

(2）企業結合日 

平成30年６月１日 
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(3）企業結合の法的形式 

 当社を存続会社、株式会社エムアイフードシステム、株式会社デイ・マックス、株式会社ジェイエフピ

ーの３社を消滅会社とする吸収合併 
 

３．会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共

通支配下の取引として会計処理を行う予定であります。 
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